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１ 一
ひと

人
り

1台
だい

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

用
よう

端
たん

末
まつ

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

への入
にゅう

学
がく

時
じ

に、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

用
よう

端
たん

末
まつ

の準
じゅん

備
び

が必
ひつ

要
よう

です。

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

では、教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

のあらゆる場
ば

面
めん

において、高
こう

校
こう

段
だん

階
かい

の学
まな

びにふさわしい生
せい

徒
と

所
しょ

有
ゆう

の

一
ひと

人
り

１台
だい

端
たん

末
まつ

を活
かつ

用
よう

することにより、一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

の力
ちから

を最
さい

大
だい

限
げん

に伸
の

ばしていきます。

端
たん

末
まつ

の購
こう

入
にゅう

には、東
とう

京
きょう

都
と

から支
し

援
えん

があり、保
ほ

護
ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく

は原
げん

則
そく

３万
まん

円
えん

です。

令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

生
せい

の端
たん

末
まつ

購
こう

入
にゅう

にかかる保
ほ

護
ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく

は、以
い

下
か

のとおりです。

（令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

生
せい

に対
たい

する支
し

援
えん

内
ない

容
よう

については後
ご

日
じつ

決
けっ

定
てい

します）

※ 扶
ふ

養
よう

する２３歳
さい

未
み

満
まん

の子
こ

等
とう

が３人
にん

以
い

上
じょう

いる世
せ

帯
たい

や 給
きゅう

付
ふ

型
がた

奨
しょう

学
がく

金
きん

受
じゅ

給
きゅう

対
たい

象
しょう

世
せ

帯
たい

については、保
ほ

護
ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく

をさらに軽
けい

減
げん

する制
せい

度
ど

があります。（給
きゅう

付
ふ

型
がた

奨
しょう

学
がく

金
きん

については２８ページ参
さん

照
しょう

）

支
し

援
えん

の詳
しょう

細
さい

は、以
い

下
か

のリンクを御
ご

参
さん

照
しょう

ください。

令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

生
せい

向
む

け支
し

援
えん

の 詳
しょう

細
さい

は、上
じょう

記
き

ホームページや情
じょう

報
ほう

教
きょう

育
いく

ポータルサイト「とうきょう

の情
じょう

報
ほう

教
きょう

育
いく

」等
とう

で、随
ずい

時
じ

お知
し

らせします。

【問
と

い合
あ

わせ先
さき

】 東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

庁
ちょう

総
そう

務
む

部
ぶ

デジタル推
すい

進
しん

課
か

  電
でん

話
わ

０３（５３２０）７４７７（直
ちょく

通
つう

）

端
たん

末
まつ

購
こう

入
にゅう

支
し

援
えん

金
きん

について
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/admission/tui

tion/tuition/device_monetary_assistance.html

授
じゅ

業
ぎょう

で使
し

用
よう

する資
し

料
りょう

の配
はい

布
ふ

やレポートの提
てい

出
しゅつ

はスマー

ト・スクール端
たん

末
まつ

を通
とお

して 行
おこな

われます。学
がっ

校
こう

からの連
れん

絡
らく

、

委
い

員
いん

会
かい

や部
ぶ

活
かつ

動
どう

の情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

などにおいても使
つか

われます。

自
じ

宅
たく

では、授
じゅ

業
ぎょう

で課
か

されたレポートや、自
みずか

らテーマを設
せっ

定
てい

する課
か

題
だい

研
けん

究
きゅう

の論
ろん

文
ぶん

などに取
と

り組
く

むために使
し

用
よう

します。

調
しら

べたことを発
はっ

表
ぴょう

するための資
し

料
りょう

を 整
ととの

えたり、スライド

を作
さく

成
せい

したりすることもあるでしょう。

スマート・スクール端
たん

末
まつ

は、生
せい

徒
と

自
じ

身
しん

が管
かん

理
り

します。使
つか

いやすくなるよう、自
じ

分
ぶん

の端
たん

末
まつ

をカスタマイズすることが

できます。勉
べん

強
きょう

に役
やく

立
だ

つものなど、必
ひつ

要
よう

なアプリ・ソフ

トウェアをインストールできます。

この端
たん

末
まつ

は、都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の生
せい

徒
と

にとって、高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

を 充
じゅう

実
じつ

させるマストアイテムです。

保
ほ

護
ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく
※

３０，０００円
えん 東

とう

京
きょう

都
と

支
し

援
えん

額
がく

端
たん

末
まつ

価
か

格
かく

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の生
せい

徒
と

は、一
ひと

人
り

１台
だい

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

用
よう

端
たん

末
まつ

（スマート・スクール端
たん

末
まつ

）を毎
まい

日
にち

の学
がく

習
しゅう

や学
がっ

校
こう

との連
れん

絡
らく

など、高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

に不
ふ

可
か

欠
けつ

なツールとして使
つか

います。

1

1 Isang Learner Device para sa bawat isang estudyante

Kailangan ang Learner Device kapag mag-e-enroll sa Metropolitan High School.
Sa Tokyo Metropolitan High School, sa lahat ng aspeto ng mga educational activities, ang bawat 

estudyante ay gumagamit ng device na angkop para sa pag-aaral sa High school level, sa gayon ay maima-
maximize ang potensyal ng bawat isa.

Ang pagbili ng device ay suportado ng Tokyo, at sa karaniwan, ang halagang babayaran ng mga magulang 
ay 30,000 yen.

Ang halagang babayaran ng mga magulang para sa pagbili ng device para sa estudyanteng naka-enroll sa 
Taong 2024 ay ang mga sumusunod.

(Ang mga detalye ng suporta para sa mga Enrollees sa Taong 2025 ay tutukuyin sa ibang pagkakataon)

※ Para sa mga sambahayan na may 3 o higit pang dependent na mga bata na wala pang 23 taong gulang at mga 
sambahayan na karapat-dapat para sa grant-type scholarship, may sistema upang higit pang bawasan ang halaga 
na babayaran ng mga magulang. (Tingnan ang pahina 28 para sa mga grant-type scholarship) 

    Para sa mga detalye sa suporta, tingnan ang link sa ibaba.

Ang mga detalye ng suporta para sa mga Enrollees sa Taong 2025 ay iaanunsyo sa home page sa itaas at sa
information education portal website "Tokyo Information Education", atbp.

[Para sa mga katanungan] Tokyo Metropolitan Board of Education, Administration, Digital Promotion Division  
Telepono 03 (5320) 7477 (Direct)

Tungkol sa mga pondo ng 
suporta sa pagbili ng device

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/admission/tuition/tuition/
device_monetary_assistance.html

Ang pamamahagi ng mga dokumento na gagamitin sa mga 
klase at pagsusumite ng mga report ay gagawin gamit ang mga 
Smart School device.

Sa bahay, ginagamit ito sa paggawa ng mga report na 
nakatalaga sa klase at mga research paper na may sariling tema. 
Maaari rin maghanda ng mga dokumento at gumawa ng mga 
slide upang magpakita ng research.

Ang mga Smart School terminal ay pinamamahalaan ng mga 
estudyante mismo. Maaaring i-customize ang device para mas 
madaling gamitin. Maaari i-install ang mga app at software na 
kailangan, na kapaki-pakinabang para sa pag-aaral.

Ang device na ito ay kailangan ng mga estudyante upang 
mapagbuti ang kanilang buhay high school.

Halagang babayaran ng mga magulang※

( 30.000 Yen) Halagang babayaran ng Tokyo

Presyo ng Device

  Ang bawat estudyante sa Metropolitan High School ay gumagamit ng Learner Device (Smart School device) bilang mahalagang 
gamit sa pang-araw-araw na pag-aaral at komunikasyon sa paaralan.
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